
 

 

 

                                                          ＜２３－０６＞ 

            ２０２３年３月 

先生各位  
 

 

検査内容変更のお知らせ 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

このたび､別掲の項目につきまして､２０２３年４月より検査内容の変更をさせていただく 

ことになりましたのでご案内申し上げます。 

何卒ご高承賜りますようお願い申し上げます。 

謹白 

 

 

 

記 

 

 

 

■検査変更内容： 

別掲の一覧表をご参照ください。 

 

 

 

  

■変更期日：   ２０２３年 ４月 １日（土）受付分より 

  

   

 

以上 

 

 

※ 詳細につきましては、次ページ以降をご覧ください｡ 
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●検査内容変更項目一覧 
項目 

コード 
項  目  名 変更内容 新 現 備  考 

        

２３６８ グリコアルブミン 検査方法 酵素法 同左 測定試薬の変更 

  ５２ マグネシウム 検査方法 酵素法 キシリジルブルー法 検査方法の変更 

２１９９ ピルメノール 所要日数 ３ ～ １０日 ４ ～ １１日 所要日数の変更 

１０９２ 
プレグナンジオール 

（Ｐ２） 

検査方法 ＬＣ－ＭＳ／ＭＳ法 ＧＣ－ＭＳ／ＭＳ法 

検査方法の変更 
検 体 量 蓄尿 ２ｍＬ 蓄尿 ５ｍＬ 

１０９３ 
プレグナントリオール 

（Ｐ３） 

検査方法 ＬＣ－ＭＳ／ＭＳ法 ＧＣ－ＭＳ／ＭＳ法 

検 体 量 蓄尿 ２ｍＬ 蓄尿 ５ｍＬ 

１２５８ 
エリスロポエチン 

（ＥＰＯ） 
保存方法 冷蔵 凍結 保存方法の見直し 

１１１８ インスリン抗体 

項目コード ４１２１ １１１８ 

測定試薬の変更 

検査方法 ＲＩＡ法 同左 

検 体 量 血清 ０.４ ｍＬ 血清 ０.３ ｍＬ 

基 準 値 

 

０.４ Ｕ／ｍＬ 未満 125 I – Ｉ Ｒ Ｉ 結合率 ０.４ ％ 未満 

濃度 １２５ ｎＵ／ｍＬ 未満 

報告成分 濃度 結合率、濃度 

単 位 Ｕ／ｍＬ ％、ｎＵ／ｍＬ 

報告下限 

 

０.４ Ｕ／ｍＬ 未満 結 合 率 

濃 度 

： ０.４ ％ 未満 

： １２５ ｎＵ／ｍＬ 未満 

報告上限 

 

５０.０ Ｕ／ｍＬ 以上 結 合 率 

濃 度 

： ９０.０ ％ 以上 

： ５,０００ ｎＵ／ｍＬ 以上 

報告桁数 

 

小数１位、有効３桁 結 合 率 

濃 度 

： 小数１位、有効３桁 

： 整数、有効３桁 

２３８５ ムンプスＩｇＧ（ＥＩＡ） 検査方法 ＥＩＡ 同左 

３７５５ 
マイコプラズマ ・ 

ニューモニエ核酸同定 
所要日数 ２ ～ ４ 日 ３ ～ ５ 日 

所要日数の変更 

５９４１ レジオネラ核酸同定 所要日数 ３ ～ ９ 日 ３ ～ ４ 日 

２２２７ 抗Ｓｍ抗体（ＦＥＩＡ） 報告範囲 
判 定 

定 量 値 

： （－）、（±）、（＋） 

： ０.７ 未満 ～ ３３０ 以上 

判 定 

定 量 値 

： （－）、（±）、（＋） 

： ０.８ 未満 ～ ４８０ 以上 

測定試薬の変更 

１９５２ 抗ミトコンドリアＭ２抗体 

検 体 量 血清 ０.４ ｍＬ 血清 ０.３ ｍＬ 

保存方法 冷蔵 凍結 

所要日数 ２ ～ ３ 日 ２ ～ ４ 日 

報告範囲 判 定 

I n d e x 

： （－）、（＋） 

： １.５ 未満 ～ ８００ 以上 

判 定 

I n d e x 

： （－）、（±）、（＋） 

： ０.５ 未満 ～ ４００ 以上 

備 考 （削除） 

 

不活化（非動化）検体ではデータ影響を及ぼ

す場合がありますので避けてください。 
 



 

 

●グリコアルブミン 

測定試薬を常用参照標準物質（ＪＣＣＲＭ６１１－１）に対応した試薬に変更いたします。新現二法の相関は

良好であり、検査要項に変更はございません。 

 

≪新試薬と現試薬の相関≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●マグネシウム 

検査方法をキシリジルブルー法から酵素法へ変更させていただきます。新現二法の相関は良好であり、その他

の検査要項に変更はございません。 

≪新試薬と現試薬の相関≫ 
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（％） （％） 

（％） 

（ｍｇ/ｄL） 

（ｍｇ/ｄL） 現 試 薬 

新 

試 

薬 



 

 

●プレグナンジオール（Ｐ２）、プレグナントリオール（Ｐ３） 

検査方法をＧＣ－ＭＳ／ＭＳ法からＬＣ－ＭＳ／ＭＳ法に変更いたします。新法では少ない検体量で検査が可能

となります。新現二法の相関は良好であり、基準値に変更はございません。 

なお、この変更に伴い、検体量を変更させていただきます。 

 
変 更 内 容 新 現 

検 査 方 法 ＬＣ－ＭＳ／ＭＳ法 ＧＣ－ＭＳ／ＭＳ法 

検 体 量 蓄尿 ２ ｍＬ 蓄尿 ５ ｍＬ 

≪新法と現法の相関≫ 

[Ｐ２（プレグナンジオール）]               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [Ｐ３（プレグナントリオール）] 
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現 法 

現 法 



 

 

●インスリン抗体 

現行試薬の販売中止に伴い、別メーカーが販売するＲＩＡ法試薬に変更いたします。新基準値は測定試薬の

添付文書記載値です。本変更に伴い、報告成分はインスリン抗体濃度のみとなります。新試薬は現行試薬同 

様に内因性のインスリン自己抗体とインスリン製剤の投与により産生される外因性のインスリン抗体を測定しま

す。 

なお、この変更に伴い、項目コード、検体量、基準値、報告成分、単位、報告範囲、報告桁数、を変更させていた

だきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪新試薬と現試薬の相関≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 現試薬法濃度（ｎＵ／ｍＬ）から新試薬法濃度（Ｕ／ｍＬ）への換算式は以下の通りです。 

             （ｎＵ／ｍＬ）÷３１２.５＝（Ｕ／ｍＬ） 

             ※試薬添付文書より 

 

 

＜ご案内＞ 

・ 項目コードが新規登録となるため、電子カルテ・健診システム等をご利用の際は、 

お使いのメーカーのサポート窓口へ項目紐付けの依頼をご連絡ください。 
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変 更 内 容 新 現 

項 目 コ ー ド ４１２１ １１１８ 

検 査 方 法 ＲＩＡ法 同左 

検 体 量 血清 ０.４ ｍＬ 血清 ０.３ ｍＬ 

基 準 値 ０.４ Ｕ／ｍＬ 未満 
125 I – ＩＲＩ結合率 ０.４ ％ 未満 

濃度 １２５ ｎＵ／ｍＬ 未満 

報 告 成 分 濃度 結合率、濃度 

単 位 Ｕ／ｍＬ ％、ｎＵ／ｍＬ 

報 告 下 限 ０.４ Ｕ／ｍＬ 未満 
結合率 

濃 度 

： ０.４ ％ 未満 

： １２５ ｎＵ／ｍＬ 未満 

報 告 上 限 ５０.０ Ｕ／ｍＬ 以上 
結合率 

濃 度 

： ９０.０ ％ 以上 

： ５,０００ ｎＵ／ｍＬ 以上 

報 告 桁 数 小数１位、有効３桁 
結合率 

濃 度 

： 小数１位、有効３桁 

： 整数、有効３桁 

現 試 薬 

新 

試 

薬 



 

 

●ムンプスＩｇＧ（ＥＩＡ） 

現行試薬の販売中止に伴い、使用抗原を近年流行している遺伝子型（遺伝子型Ａ→遺伝子型Ｇ）に変えた 

同一メーカーの改良試薬に変更させていただきます。 

なお、受託要領等の変更はございません。 

 

≪新試薬と現試薬の相関≫ 

 

判定一致表 
現 

（＋） （±） （－） 合計 

新 

（＋） ５８ １８ ０ ７６ 

（±） ９ ４２ ６ ５７ 

（－） ０ ４ １５ １９ 

合計 ６７ ６４ ２１ １５２ 

陽性一致率： ８６.６％ 

陰性一致率： ７１.４％ 

判定一致率： ７５.７％ 

 

 

 

 

 

●抗Ｓｍ抗体（ＦＥＩＡ） 

試薬製造販売元における、偽陽性発生リスクの低減を目的とした改良試薬へ変更いたします。 

なお、この変更に伴い、報告範囲を変更させていただきます。 

変 更 内 容 新 現 

報 告 範 囲 
判 定  ： (－)、（±）、（＋） 判 定 ： (－)、（±）、（＋） 

定 量 値 ： ０.７ 未満～３３０ 以上 定 量 値 ： ０.８ 未満～４８０ 以上 

≪新試薬と現試薬の相関≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 
陽性一致率： ７６.５％ 

陰性一致率：１００.０％ 

判定一致率： ８３.５％ 
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判定一致表 
現 

（＋） （±） （－） 合計 

新 

（＋） ７５ ０ ０ ７５ 

（±） ７ ０ ０ ７ 

（－） １６ １０ ９２ １１８ 

合計 ９８ １０ ９２ ２００ 

現 試 薬 

（ＥＩＡ価） 



 

 

●抗ミトコンドリアＭ２抗体 

現行試薬の販売中止に伴い、同等の性能を有し、測定範囲が広い試薬に変更いたします。 

なお、この変更に伴い、検体量、保存方法、所要日数、報告範囲、備考欄を変更させていただきます。 

変更内容 新 現 

検 体 量 血清 ０.４ ｍＬ 血清 ０.３ ｍＬ 

保 存 方法 冷蔵 凍結 

所 要日数 ２ ～ ３ 日 ２ ～ ４ 日 

基 準 値 判 定 

I n d e x 

： （－） 

： ７.０ 未満 

判 定 

I n d e x 

： （－） 

： ７.０ 未満 

報 告範囲 判 定 

I n d e x 

： （－）、（＋） 

： １.５ 未満 ～ ８００ 以上 

判 定 

I n d e x 

： （－）、（±）、（＋） 

： ０.５ 未満 ～ ４００ 以上 

備 考 （削除） 

 

不活化（非動化）検体ではデータ影響を及ぼす 

場合がありますので避けてください。 

 

≪新試薬と現試薬の判定一致表≫ 

判定一致表 
現 

（＋） （±） （－） 合計 

新 

（＋） ５１ ２ ２ ５５ 

（－） １８ １１ ９８ １２７ 

合計 ６９ １３ １００ １８２ 

陽性一致率： ７３.９％ 

陰性一致率： ９８.０％ 

判定一致率： ８１.９％ 

 

 

●所要日数の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

●保存方法の見直し 
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検 査 項 目 名 新 現 

ピルメノール ３ ～ １０日 ４ ～ １１日 

マイコプラズマ ・ 

ニューモニエ核酸同定 
２ ～  ４日 ３ ～  ５日 

レジオネラ核酸同定 ３ ～  ９日 ３ ～  ４日 

検 査 項 目 名 新 現 

エリスロポエチン(EPO) 冷蔵 凍結 


